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天丈同好會観測部月報

　　　　　　　　　　観測部流星課報告（56）

　　　　　　　　　　　言果長　小品孝＝1郎　（K：・Komaki）

本年三月及四月の臆測は甚だ少数であった・新観測者として下記の方々が御活躍下

さることSなった．

　廣丁丁賀茂郡竹原町　　　片山雅彦，吉井耕一

　　鳥取縣八頭郡八束村　　　　本田　實

　兵庫縣赤穗郡相生町　　　　橋本　迫

　　　　　　　　観測の概略　（Daily　Summary　of　observations）
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備考　1・日時は槻測開始と終了との卒均時刻を日の100分の1まで示したもので

　　　　ある，

　　　2・F・（Factorの略）は，其地にて理想的の晴夜に見られ得ると考へらるエ
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流星数を誘導するに用ふる値で，月齢，清澄嵐雲量等を参考にして

議定した値である・故に0・5であれば晴夜には2倍の流星が見られ得る

といふ意味を有つ事になる．

　　観測者（Observer）及び観測教（Observed　number）

槻判者 略符 観測地
三 月 Marc11 四 月 April

Observer Abb蕊 （L・cality）
回数Nlgh電s 時間藪Dura【ion 流星籔Meteors 回籔Night5 時間数DuraUun 流星数Meteors

下保　茂 Kh 札　幌　市 2 140 6 2 105 2

橋本　迫
Ilt 兵庫縣相生町 9 260 15 1 25 0

阪貫属馬 Sk 福岡縣箱崎町 3 150 2

本田　實 Hn 鳥取縣八束村 1 120 6

小棋孝二郎 Ko 和歌山縣金屋 1 15 1

筈蒸留｝ K．Y． 野島縣竹原町 1 1 35 6

佐野英主 Sn
｛面面l　　　　　F 9 615 476管 4 210 37巣

　　ce微光流星の観測を含む

流星群の出現状況（N・tes・n　Apparitions・f　Meteor　Swarms）

　　　1．琴座流星群　（Lyrid）

　幽現時期がちやうど満月前後と一致した

ので，殆んど全く観測出隔てみない・たど

一人，鳥取縣の本田氏が22日号早曉二時間

の観測中から5個の同群に諒するものを得

られたにすぎぬ．

　　　2．其他の流星群　（Other　Swarms）

　別に特記すべき流星群はなかった・微光

流星の方面から佐野氏が三月上旬に，獅子

座流星群を見られてるるのが注意される．

同氏は2日より5日に及んで観測されてるる

が，特に，4日の夜は前後7個口行はれて其

の眞理性をたしかめられた・其の他三月及

び四月に鍛個の流星群も観測されてるる・

　又此の期に見られる乙女座の火球は観測

されてるられぬ様である．

　微光流星以外には輻射鮎のよく決定され

たものはなかった．

　こんど下の如き新流星圖が出目上った課

員の試用を望む 小　棋　課　長
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以下は去ろ1931年十一月中の微光流星観測者の観測結果である
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彗　星　だ　よ　リ

花山天文墓　　中　　村 要

　1932　aGrig9・Skj仁Ilerup彗星はa彗i星と

呼ばれて居たが，結局d彗星と呼ばれる事

になり，a彗星はCometary　objectとして

扱はれる：事になった．

　1952eカラスコ彗星は13等以下となって

すでに中口径望遠鏡では襯測出馬なくなっ

た．

　1932e　Kopff週期彗星は約12等の光度で

天秤座で束の方に動）・て居る．大目此の明

るさで9刀まで見える筈である．

　1952f　N　ewman彗星はローエル天文垂で

賊勢的に嚢見されたが12・5－13等の彗星と

して各地で襯測された．Whipple及びCun－

ni・ghem雨氏は6月1，22及び7月3日の観測

から次の様な勉物線軌道を算出した・

　T二1932年9刀24．41日

　to＝＝：　690　39．t2

　9＝2450　9．i5

　i＝　ri’so　27．t2

　cl　＝1．649，　5

　地球からは段々遠ざかるが太陽には9，月

の近日黒占通過まで近づくので明るさは殆ん

ど攣・牝がない・

　1952g　Geddes彗星はメルボルン天文塁か

ら登電されたので南極近くで二見された．

　6ノヨ22日7目寺…40分　赤径9日寺15分

　赤緯一84。36！光度10等運動北

　9月頃になると北牛球で見える筈．

今年々急調來登見された彗星

番
號
一

1

甲唄

1932　a

1932　b2

　1932　e3

　1932　d4

　1932　e5

　1932　f6
　19．　32　g．7

　1’932　h8

　1932　j9

　1932　1｛10

登見者（地名）

ゾンビ1スブルク
Van　Biesbloeck（北米）

ホ1トン｛　　　Hf，ughton　〈’南匡可）

エンソァEnsor（南阿）
カラスコCarrasco（西國）
ワ“ンビiスブルク
．Van　Biesbr・eck（北米）

ボボ1ネB・b・ne（南米）
＝ウマンNewman（北米）
ゲデス　Geddes』（濠y，i，i）

シミトSchmitt（北阿）
ゾンビτスブルク
Van　Bie・broeck（北米）

｛ペルテアPeltier（北米）
ホイプルWhipple（ク）

蚕短日

三月6日

四月2日

四月2H
四月22日

四月28日

目月25日
六月20日
六月22日
六月25日

七月30日

八月8日
八月8日

等
級

16

近日黒棚過日

9｝193蜘・・

12　1931Dec．　1

11　1932　）vlay．12

12　1932Augus〔21
　　　　ご13　1932Sept．27
工0　1932　0Gt．　26
131

12　1932August．

1
｝

く以
下
回
想

（19．　32　Jan．　6）

（’一　Jan・　）

（ク∫une　）
（　一’　July　14）

（一一　August　）

（！一　October）

（，　’一　November）

摘 要

グリグ・スケレルプ彗星（］927V）

コプ彗星（1926盟）

ボレリ1彗星（1925ix）

ショア彗星（1918蛮）
テムペル・スヰフト彗i星（1908虹）

＝ウジミン彗…星（19Z71）
ラルフ彗星（」Y261）

第一テムペル彗i星（18661）
ブルクス彗星（1925X）
フアユ彗i星（192511）
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黄道光會議決議事項

1・同時観測の件一（：1）同時観測のプログラムを毎月舵木課長より観測者に逓知し，

　是により遺憾なきやう観測を行ふ・

　（b）比較的近距離の観測者が藪人位つつ同一地貼に集合し，同時観測をなす・

2．窩眞観測の件一F4・5よりも

　明るきレンズを使用せるカメ

　ラを製作す・使用乾板は主と

　して手札とす・中心線の決定

　に特に留意ナ・本観測は補助

　的にして篤志家に俵頼す．

3・中心線に罰する件一夕測者

　は中心線の位置につき特に注

　観すること．正確に認め得る

　中心線の長さを星固に記入し

　て表すこと．

4．色に開するftl　一　（a）色の央

　定のためrc，旨く淡き色硝子

　様のものを各自研究製作して

　親測す・

　（b）色の匪別により黄道光と

　　封日照との關係の有無を見

　　出し得る筈なれば，色の観

　　測は重大なり・故に雨者に

　　つき特別に注意すること．

5・外形の決定に逃する件一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤井天文蔓を訪問せる一行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（の爾眼を結ぶ線を外形に即し90。の位置，及び其の他種々の位置に置きて比較的

　　の観測をなすこと．

　（b）外形歩測上の一テストとして蛇つかひ座θよりpの附近までにある一三の暗

　　黒星霧の外形のスケッチを行ふこと．

　（c）明るき時期に於ける血膿一ケ月間位の全観測につき統計をとりて，外形の標

　　準を求むること・（荒木課長に依頼）

6．明るさに和する件一（a）北極附近の空の明るさを標準となす・

　（b）北極附近の空の明るさを外形画定の標準となす・

7．銀河比較に關する件一比較銀河の光度につき，相互的に明るさの關係を決定す・

　（專門家に依頼す）

8．シ1イングに關する件一山頂等の地上の遽景の透明不透明につき見へる程度を



天女同好曾観測部月報 3，11

　　各自観測地にて調査し，簡輩なる階級に分ち試みること．

9・薄明との關係の件一（［）薄明前後に於ける黄道光の攣半日，薄明との關係につ

　　　き注意すること．

　　（b）西天に黄道光の見へ始まる時刻に東天をも必ず注意すること．

10・磁凹凹に關する二一（a）磁氣嵐につきては課通信にて報告す．

1L太陽親丁田皆の件一太陽課に俵頼し週報を観測者に登逸す．街此の週報には黄

　　道光に關係する＝ユ1スを附記す・

12．課通信の件一一ケ月二回饗倍す．時々外欝欝献の抜輩を附加t．これにつきて

欝　tt　　　’　　　　．’　杣氏に依頼す・
　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　．’13・L天界■及しブレテ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y■t’cnt載の三一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a）　突1幾白勺事f牛，

　昌ユ1ス，其の

　イ也を三二に掲董観

　し，一般への報

　告及び刺激とな

　す．

（L）“かくの如き

　跳は不明であ
　る，，とカ㍉　カ」く

　の如き鮎を観測

　して欲しい”と

　云ふ問題につき

　ても，観測二丁

　びに一般の注意

　を引くやう，L天

　　　　　　　　瀬　　田　　川　　畔

　　太陽，黄道光に怨する昌ユースを屡々大新開紙上に揚肥す・

　　し観測者に急報の便となす）　　　　　　　　　　　　　．

15・黄道星固に貸する件一花山にて製作せる黄道星圖の夏干，改夏等の鮎につきて

　　は，観測者より意見を源集し，魏測に最良なる虞置を施す．

16・経費の二一（a）極地観測期間に要する経費につきては飛州課長に調査を依頼す・

　　（b）太陽諜に俵押せる鮎に關する経費につきては，太陽課と合議の上，山本皇長

　　　及び課長とが決定す・　以上

　　　界■の7K5Cとし

　　　て記事を記載す，

14・新聞に拓1罪する昌

　　ユ1スの件一荒

　　木課長に依頼し，

　（是は新聞紙を利用
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　　　　　太陽課より

　　　　　幹事代理（亀井）

　七月分の観測を御報告いたします・

　太陽課のために，毎日毎月の限りなき努

力の結晶を御報告下さる方は大膿十一氏に

きまつてしまつた槻があります・然し，熱

心な親測家がもつと澤山に各地に現れ．るこ

とを希望します．今年八月から一ケ年間國

際的な極地襯測の期間である折柄，この感

を一層深くする次第であります．

　さて，七月，炎熱澆くが如き此月の観測

は央して樂なものではありませんでした．

強烈な直射を受け，流れ落ちる汗を拭取る

ことを忘れて，全紳経を一眼に集めて得た

結果なのですから，此の報告の藪字の中に

含まれてゐる汗をよく味つて頂きた）・と思

ひます．

　最後に一寸観測者に申上げますが，此後

は原稿〆切後に頂きました御報告について

は，特にこの旨を附記せずに何月分，何々

氏とのみを記載して，御報告落掌の通知に

かへることにいたします．（度々のことです

が，出來るだけ早く御報告をお願ひいたし

ます．）

　　六月分　　　千葉氏

　なぼ，山田氏（小郡）は此月は都合により

全部鉄測されました由御通知がありまし

た・叉・幡上氏（津市）は18日以後の槻測を

假報告されましたが，8月よ：）正式に報告

される筈です・


